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一
．
は
じ
め
に

作
者
自
身
が
自
ら
の
詩
や
文
の
な
か
で
語
ら
れ
た
内
容
を
補
足
説
明
す
る
自
注
は
、
作
品
を
解
釈
す
る
際
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。

自
注
を
取
り
扱
っ
た
先
行
研
究
に
、
赤
井
益
久
「
自
注
の
文
学
―
『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
―
」
（
１
）が
あ
る
。
そ
の
中
で
、

王
逸
が
『
楚
辭
』
施
注
の
際
に
自
作
「
九
思
」
に
注
し
た
例
や
謝
靈
運
が
「
山
居
賦
」
に
自
注
し
た
例
な
ど
が
先
蹤
と
し
て
み

と
め
ら
れ
る
も
の
の
、
自
注
の
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
唐
代
に
し
て
も
、
王
維
や
李
賀
に
制
作
し
た
年
齡
を
記
す
僅
か
な
自
注

が
あ
る
ほ
か
、『
全
唐
詩
』
が
所
収
す
る
杜
甫
編
の
「
原
注
」
に
は
自
注
が
多
く
混
淆
し
て
い
る
等
は
稀
な
例
と
い
っ
て
よ
い
。

と
、
自
注
を
施
す
例
が
少
な
く
、
中
唐
の
元
稹
・
白
居
易
の
自
注
の
多
さ
を
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
元
稹
の
自
注
の
な
か
で
も

特
に
作
品
内
容
と
自
注
が
密
接
に
関
係
す
る
自
注
に
つ
い
て
、
赤
井
氏
は
長
篇
の
作
、
白
居
易
と
の
応
酬
唱
和
の
作
に
比
較
的
多
く
、

楽
府
や
寓
言
的
作
品
に
施
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
赤
井
氏
は
元
稹
の
自
注
を
、
制
作
者
の
備
忘
の
も
の
と
い
う

蘇
軾
詩
に
お
け
る
自
注

山　

上　
　
　

恵

キ
ー
ワ
ー
ド
：
蘇
軾
、
自
注
、『
東
坡
集
』
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よ
り
も
、
読
者
の
た
め
に
詩
本
文
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
、「
元
白
閒
の
唱
和
の
實
際
と
文
集
編
纂
の
意
圖
と

は
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
。

で
は
、
北
宋
期
に
自
注
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
蘇
軾
自
編
『
東
坡
集（
２
）』を

対
象
と
し
、
巻
一
か
ら
巻

十
九
に
収
録
さ
れ
た
詩
に
小
字
で
記
さ
れ
た
注
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。『
東
坡
集
』
の
蘇
軾
詩
に
付
さ
れ
た
小
字
の
箇
所
は

四
百
四
十
五
個
あ
る（
３
）。こ
れ
ら
が
す
べ
て
蘇
軾
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
今
回
は
ひ
と
ま
ず
、
小

字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
て
蘇
軾
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
判
断
す
る（
４
）。

二
．
蘇
軾
自
注
の
分
類

『
東
坡
集
』
に
み
え
る
詩
の
自
注
を
、
本
稿
で
は
そ
の
内
容
か
ら
、（
ａ
）
蘇
軾
自
身
に
関
す
る
注
、（
ｂ
）
他
者
に
関
す
る
注
、

（
ｃ
）
土
地
に
関
す
る
注
、（
ｄ
）
風
俗
に
関
す
る
注
、（
ｅ
）
文
物
に
関
す
る
注
、（
ｆ
）
典
拠
に
関
す
る
注
、（
ｇ
）
音
釈
に
関
す
る

注
の
七
つ
に
分
け
た（
５
）。

　

ａ　

蘇
軾
自
身
に
関
す
る
注

蘇
軾
自
身
に
関
す
る
注
と
は
、
蘇
軾
の
経
験
や
回
想
、
詩
作
の
情
況
に
関
わ
る
も
の
な
ど
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

代
表
的
な
例
と
し
て
は
「
畫
魚
歌
」
詩
（『
東
坡
集
』
巻
四
、『
蘇
文
忠
公
詩
合
註
』
巻
八
所
収
。
以
下
『
東
坡
集
』
を
東
、『
蘇
文

忠
公
詩
合
註
』
を
合
と
略
記
し
、
所
収
の
巻
数
を
記
す
）
の
題
下
注
、「
湖
州
道
中
作
（
湖
州　

道
中
の
作
）」
の
よ
う
に
制
作
場
所
を

記
し
た
も
の
、「
送
牛
尾
狸
與
徐
使
君
」（
東
十
二
、
合
二
十
一
）
詩
の
題
下
注
「
時
大
雪
中
（
時　

大
雪
の
中
）」
な
ど
制
作
時
の
天
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候
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
ほ
か
に
、「
次
韻
章
傳
道
喜
雨
」（
東
七
、
合
十
三
）
詩
の
「
前
時
渡
江
入
呉
越
、
布
陣
横
空
如
項
羽
」
句

の
注
「
去
歳
錢
塘
見
飛
蝗
自
西
北
來
。
極
可
畏
（
去
歳　

銭
塘　

飛
蝗
西
北
よ
り
来
た
る
を
見
る
。
極
め
て
畏
る
べ
し
）」
の
よ
う
に
、

そ
の
当
時
の
行
動
や
状
況
が
書
か
れ
る
も
の
も
あ
る
。

次
に
、「
書
晁
補
之
所
藏
與
可
畫
竹
三
首　

其
三
」
詩
（
東
十
六
、
合
二
十
九
）
の
「
吾
詩
固
云
爾
、
可
使
食
無
肉
」
に
付
さ
れ
た

句
の
注
、「
吾
舊
詩
云
『
可
使
食
無
肉
、
不
可
居
無
竹
』（
吾
が
旧
詩
『
肉
無
き
を
食
は
し
む
る
べ
し
、
竹
無
き
に
居
る
べ
か
ら
ず
』
と

云
ふ
）」
や
、「
送
淵
師
歸
徑
山
」
詩
（
東
十
一
、
合
十
九
）「
為
言
百
事
不
如
人
、
兩
眼
猶
能
書
細
字
」
の
句
の
注
、「
…
…
余
舊
詩
云

『
問
龍
乞
水
歸
洗
眼
、
欲
看
細
字
銷
殘
年
』（
…
…
余
の
旧
詩
『
龍
に
問
ふ
て
水
を
乞
ひ　

帰
り
て
眼
を
洗
ひ
、
細
字
を
看　

残
年
を
銷

さ
ん
と
欲
す
』
と
云
ふ
）」
の
よ
う
に
、
過
去
に
自
分
が
作
っ
た
詩
を
自
注
で
示
す
例
も
あ
る
。

　

ｂ　

同
時
代
の
他
者
に
関
す
る
注

次
に
、
蘇
軾
以
外
の
他
者
に
つ
い
て
の
自
注
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、（
ａ
）
蘇
軾
自
身
に
関
す
る
注
と
は
異
な
り
、
他
者
の
情
報
が

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
他
者
と
は
、
蘇
軾
と
同
時
代
の
人
物
に
限
り
、
古
人
は
除
く
。

最
も
単
純
な
も
の
と
し
て
、
詩
中
に
人
物
名
が
記
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
人
物
に
関
す
る
よ
り
詳
し
い
情
報
を
補
う
も
の
が
あ
る
。
例

え
ば
「
贈
王
仲
素
寺
丞
」
詩
（
東
八
、
合
十
五
）
の
題
下
注
「
名　

景
純
」
の
よ
う
に
名
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
和
王
斿
二
首
」

詩
（
東
十
四
、
合
二
十
四
）
の
題
下
注
「
斿
、
平
父
子
（
斿
、
平
と
父
子
）」
の
よ
う
に
、
家
族
関
係
の
情
報
を
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
相
手
の
詩
句
や
、
そ
の
内
容
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。「
答
任
師
中
次
韻
」
詩
（
東
三
、
合
八
）
の
題
下
注
「
來
詩
勸
以
詩

酒
自
娯
（
来
詩　

詩
酒
を
以
て
自
ら
娯
む
を
勧
む
）」
は
、
任
師
中
と
の
間
で
詩
の
応
酬
を
す
る
な
か
で
、
彼
の
詩
を
下
敷
き
に
し
て
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詩
を
作
る
際
の
も
の
で
あ
り
、
簡
潔
に
相
手
の
詩
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。「
次
韻
劉
貢
父
李
公
擇
見
寄
二
首　

其
一
」
詩
（
東
七
、

合
十
三
）
の
「
歳
惡
詩
人
無
好
語
」
句
の
注
も
「
公
擇
來
詩
皆
道
吴
中
飢
苦
之
狀
（
公
擇
の
来
詩　

皆　

呉
中
飢
苦
の
状
を
道
ふ
）」

と
、「
來
詩
」
の
概
要
を
提
示
す
る
。
ま
た
、「
和
文
與
可
洋
川
園
池
三
十
首　

二
樂
榭
」
詩
（
東
七
、
合
十
四
）「
仁
智
更
煩
訶
妄
見
、

坐
令
魯
叟
作
瞿
曇
」
句
の
注
に
「
來
詩
云
『
二
見
因
妄
生
』（
来
詩
『
二
見　

妄
に
因
り
て
生
ず
』
と
云
ふ
）」
と
、「
來
詩
」
の
詩
句

を
引
用
し
、
文
同
の
「
守
居
園
池
雑
題
三
十
首
」
詩
に
據
っ
て
作
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
孔
長
源
挽
詞
二
首　

其
二
」
詩
（
東
七
、
合
十
三
）「
潮
聲
夜
半
千
巖
響
、
詩
句
明
朝
萬
口
傳
」
注
「
長
源
自
越
過
杭
夜
飲
有
美

堂
上
聯
句
。
長
源
詩
云
『
天
日
遠
隨
雙
鳳
落
、
海
門
遥
蹙
兩
潮
趨
』
一
坐
稱
善
（
長
源　

越
よ
り
杭
を
過
ぎ
り　

夜　

有
美
堂
上
に
飲

み
て
句
を
聯
ぬ
。
長
源
の
詩
に
云
ふ
『
天
日　

遠
く
双
鳳
の
落
つ
る
に
随
い
、
海
門　

遥
か
に
両
潮
の
趨
く
に
蹙
ま
る
』
と
。
一
坐
善

し
と
称
す
）」
は
孔
延
之
の
詩
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
詩
中
に
盛
り
込
み
、
注
で
そ
の
背
景
、
詩
句
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
注
に
は
蘇
軾

と
そ
の
相
手
の
詩
の
応
酬
や
宴
席
で
の
詩
な
ど
、
社
交
上
の
情
報
が
含
ま
れ
る
。

　

ｃ　

土
地
に
関
す
る
注

続
い
て
、
土
地
に
関
わ
る
注
を
挙
げ
る
。
地
名
、
位
置
情
報
、
そ
の
土
地
の
由
来
や
故
事
な
ど
も
こ
こ
に
含
め
、
邸
宅
や
道
観
な
ど

の
建
物
に
関
す
る
注
も
こ
こ
に
分
類
し
た
。
主
に
蘇
軾
が
そ
の
土
地
を
訪
れ
た
際
に
作
っ
た
詩
や
、
贈
答
の
相
手
が
居
る
場
所
に
つ
い

て
触
れ
た
詩
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。「
渼
陂
魚
」
詩
（
東
二
、
合
五
）
の
題
注
「
陂
在
鄠
縣
（
陂　

鄠
県
に
在
り
）」
は
、
陂
の
所
在
県

を
示
し
て
い
る
。「
樓
觀
」
詩
（
東
一
、
合
三
）
の
題
下
注
「
秦
始
皇
始
立
老
子
廟
於
觀
南
、
晉
惠
始
修
此
觀
。（
秦
始
皇
始
め
て
老

子
廟
を
観
南
に
立
て
、
晋
恵
始
め
て
此
の
観
を
修
む
）」
で
は
、
建
物
の
建
設
・
修
復
が
誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
記
録
し
て
お
り
、
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「
鳳
翔
八
觀　

李
氏
園
」（
東
一
、
合
四
）
で
は
「
李
茂
貞
園
也
。
今
爲
王
氏
所
有
（
李
茂
貞
の
園
な
り
。
今　

王
氏
の
有
す
る
所
と
為

る
）」
と
題
下
注
に
そ
の
所
有
者
が
記
さ
れ
る
。「
徑
山
道
中
、
次
韻
荅
周
長
官
兼
贈
蘇
寺
丞
」
詩
（
東
五
、
合
十
）「
溪
南
渡
横
木
、

山
寺
稱
小
徑
」
句
の
注
「
太
平
寺
、
俗
號
『
小
徑
山
』（
太
平
寺
、
俗
に
『
小
径
山
』
と
号
す
）」
に
は
、
寺
の
俗
称
を
書
い
て
い
る
。

ほ
か
に
も
「
陳
季
常
所
畜
朱
陳
村
嫁
娶
圖
」
詩
（
東
十
一
、
合
二
十
）
の
句
の
注
「
朱
陳
村
在
徐
州
蕭
縣
（
朱
陳
村　

徐
州　

蕭
県
に

在
り
）」
は
、
絵
の
中
に
書
か
れ
た
朱
陳
村
が
徐
州
蕭
県
に
あ
る
こ
と
を
記
録
す
る
。

　

ｄ　

風
俗
に
関
す
る
注

ま
た
、
風
俗
に
関
す
る
注
を
み
て
ゆ
こ
う
。
こ
こ
で
は
、（
ｃ
）
土
地
注
と
も
関
連
す
る
が
、
そ
の
土
地
の
風
俗
を
記
し
た
も
の
、

ま
た
詩
中
に
使
用
し
た
方
言
を
説
明
す
る
も
の
、
同
様
に
俗
諺
を
説
明
す
る
も
の
を
お
さ
め
る
。

「
於
潜
令
刁
同
年
野
翁
亭
」
詩
（
東
四
、
合
九
）
の
句
の
注
「
天
目
山
唐
道
士
常
冠
鐵
冠
。
於
潜
婦
女
皆
插
大
銀
櫛
、
長
尺
許
、
謂

之
篷
沓
。（
天
目
山
唐
道
士
常
に
鉄
冠
を
冠
る
。
於
潜
の
婦
女
皆
大
銀
櫛
を
插
し
、
長
き
こ
と
尺
許
、
之
を
篷
沓
と
謂
ふ
）」
は
、
道
士

の
冠
と
婦
女
の
簪
と
い
っ
た
、
彼
ら
の
服
装
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

「
再
遊
徑
山
」
詩
（
東
五
、
合
十
）
の
句
の
注
「
古
語
云
『
孤
雲
兩
角
、
去
天
一
握
』（
古
語
『
孤
雲　

両
角
、
天
を
去
る
こ
と
一

握
』
と
云
ふ
）」
は
、「
始
信
孤
雲
天
一
握
」
句
で
下
敷
き
と
し
た
俗
諺
を
提
示
す
る
。

「
九
日
邀
仲
屯
田
為
大
水
所
隔
以
詩
見
寄
次
其
韻
」
詩
（
東
八
、
合
十
五
）
の
句
の
注
は
「
舟
人
黄
帽
、
土
勝
水
也
（
舟
人
の
黄

帽
、
土　

水
に
勝
る
な
り
）」
と
、
舟
人
の
帽
子
の
黄
色
は
、
五
行
思
想
で
は
土
の
色
を
表
し
て
お
り
、
水
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
で
き

る
色
だ
と
説
明
す
る
。
ま
た
、「
五
禽
言　

其
二
」
詩
（
東
十
二
、
合
二
十
）「
不
辭
脱
袴
溪
水
寒
、
水
中
照
見
催
租
瘢
」
句
の
注
「
土
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人
謂
布
榖
為
脱
却
破
袴
（
土
人　

布
穀
を
謂
ひ
て
『
脱
却
破
袴
』
と
為
す
）」
と
、
黄
州
の
人
た
ち
は
鳥
の
鳴
き
声
を
「
脱
却
破
袴
」

と
聞
き
な
し
て
い
る
と
い
う
。「
五
禽
言　

其
五
」
詩
（
東
十
二
、
合
二
十
）
の
自
注
で
は
「
姑
惡
水
鳥
也
。
俗
云
『
婦
以
姑
虐
死
故

其
聲
云
』（
姑
惡　

水
鳥
な
り
。
俗
に
云
ふ
『
婦　

姑
の
虐
死
す
る
を
以
て
の
故
に
其
の
声
云
ふ
』
と
）」
と
、「
姑
悪
」
に
関
す
る
俗

説
を
引
く
。

次
に
、
蘇
軾
が
眉
州
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
蜀
の
風
俗
や
方
言
に
つ
い
て
の
注
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

「
送
筍
芍
藥
與
公
擇
二
首　

其
一
」
詩
（
東
九
、
合
十
六
）「
久
客
厭
虜
饌
、
枵
然
思
南
烹
」
句
の
注
の
「
蜀
人
謂
東
北
人
虜
子

（
蜀
人　

東
北
人
を
虜
子
と
謂
ふ
）」。
こ
の
注
に
よ
っ
て
「
虜
饌
」
が
東
北
の
食
べ
物
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
は
蜀

の
方
言
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
蘇
軾
が
「
久
客
」
で
あ
る
た
め
に
、
食
べ
慣
れ
な
い
食
事
を
し
ぶ
し
ぶ
と
っ
て
い
る
こ
と
が
効
果
的

に
現
わ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
黄
州
左
遷
期
に
土
地
を
得
て
畑
作
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
う
た
う
「
東
坡
八
首
」（
東
十
二
、
合
二
十
一
）
の
、「
東
坡
八
首　

三
」
と
「
東
坡
八
首　

四
」
の
二
ヶ
所
に
蜀
の
風
俗
、
方
言
を
用
い
た
と
説
明
す
る
自
注
が
あ
る
。
例
え
ば
第
三
首
の
「
雪
芽
何
時

動
、
春
鳩
行
可
膾
」
句
の
注
「
蜀
人
貴
芹
芽
膾
、
雜
鳩
肉
作
之
（
蜀
人　

芹
芽
の
膾
を
貴
び
、
鳩
肉
を
雑
え
て
之
を
作
る
）」
で
は
蜀

の
食
文
化
に
つ
い
て
述
べ
、
第
四
首
「
毛
空
暗
春
澤
、
鍼
水
聞
好
語
」
句
の
注
「
蜀
人
以
細
雨
為
雨
毛
。
稲
初
生
時
、
農
夫
相
語
『
稲

鍼
出
矣
』（
蜀
人
細
雨
を
以
て
雨
毛
と
為
す
。
稲
初
め
て
生
ず
る
時
、
農
夫
相
語
る
『
稲
鍼
出
ず
』
と
）」
で
は
蜀
の
方
言
、
そ
し
て
稲

が
生
え
始
め
た
こ
ろ
の
農
夫
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
言
葉
を
注
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
蘇
軾
が
自
ら
の
故
郷
の
方
言
や
風
俗
を
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
地
で
作
っ
た
詩
の
な
か
に
用
い
、
そ
れ
を
自
注
で
説

明
す
る
例
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
詩
本
文
か
ら
は
、
蘇
軾
の
懐
郷
の
念
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
農
耕
を
う
た
う
詩
の
な
か
に
故
郷
の
方
言
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を
用
い
た
こ
と
か
ら
、
農
耕
生
活
が
作
者
自
身
と
よ
り
密
接
に
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ｅ　

文
物
に
関
す
る
注

つ
ぎ
に
、
文
物
に
関
す
る
注
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
碑
文
や
銅
器
な
ど
に
記
さ
れ
た
文
字
に
関
し
て
書
か
れ
た
自
注
を
挙
げ
た

い
。「

鳳
翔
八
觀　

詛
楚
文
」
詩
（
東
一
、
合
四
）
の
題
下
注
に
は
「
詛
楚
文
碑
獲
於
開
元
寺
土
下
、
今
在
太
守
便
廳
。
秦
穆
公
葬
於
雍

槖
泉
祈
年
觀
下
。
今
墓
在
開
元
寺
之
東
南
數
十
歩
、
則
寺
豈
祈
年
之
故
基
耶
。
淮
南
王
遷
於
蜀
、
至
雍
、
道
病
卒
。
則
雍
非
長
安
、
此

乃
古
雍
也
。（
詛
楚
文
碑
は
開
元
寺
の
土
の
下
よ
り
獲え

、
今　

太
守
の
便
庁
に
在
り
。
秦
穆
公　

雍
槖
泉
の
祈
年
観
の
下
に
葬
ら
る
。

今
墓
は　

開
元
寺
の
東
南
数
十
歩
に
在
り
、
則
ち
寺　

豈
に
祈
年
の
故
基
な
る
か
。
淮
南
王　

蜀
に
遷
さ
る
る
に
、
雍
に
至
り
て
、
道

に
病
み
て
卒
す
。
則
ち
雍
は
長
安
に
非
ず
、
此　

乃
ち
古
雍
な
り
。）」
と
、
碑
の
出
土
場
所
・
現
在
の
所
蔵
、
そ
し
て
寺
の
位
置
、
か

つ
て
の
地
名
な
ど
の
情
報
が
記
さ
れ
、
土
地
注
と
も
関
わ
る
内
容
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
碑
文
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
文
字
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。「
胡
穆
秀
才
遺
古
銅
器
。
似
鼎
而
小
、
上
有
兩
柱
、
可
以
覆
而

不
蹶
。
以
為
鼎
則
不
足
。
疑
其
飲
器
也
。
胡
有
詩
、
荅
之
」
詩
で
は
、
古
い
銅
器
に
書
か
れ
た
文
字
に
つ
い
て
「
不
如
學
鴟
夷
盡
、
日

盛
酒
真
良
計
」
句
の
注
で
「
有
古
篆
五
字
、
不
可
識
（
古
篆
五
字
有
り
、
識
る
べ
か
ら
ず
）」
と
篆
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
読
め
な

か
っ
た
と
い
う
。「
鳳
翔
八
觀　

石
鼓
」
詩
（
東
一
、
合
四
）
で
は
、「
我
車
既
攻
馬
亦
同
、
其
魚
維
鱮
貫
之
柳
」
に
注
し
て
「
其
詞
云

『
我
車
既
攻
、
我
馬
既
同
』
又
云
『
其
魚
維
何
、
維
鱮
維
鯉
。
何
以
貫
之
、
惟
楊
與
柳
。』
惟
此
六
句
可
讀
、
餘
多
不
可
通
。（
其
の
詞

に
『
我
が
車
既
に
攻
め
、
我
が
馬
既
に
同あ
つ

ま
る
』
と
云
ふ
。
又
『
其
魚　

維
れ
何
ぞ
、
維
れ
鱮　

維
れ
鯉
。
何
を
以
て
之
を
貫
く
、
惟
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楊
と
柳
と
』
と
云
ふ
。
惟　

此
の
六
句
読
む
べ
く
も
、
余
は
多
く
通
ず
べ
か
ら
ず
）」
と
、
石
鼓
に
書
か
れ
た
詞
を
下
敷
き
に
し
て

作
詩
し
た
こ
と
、
そ
の
六
句
以
外
は
意
味
が
通
じ
ず
に
読
め
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ｆ　

典
拠
に
関
す
る
注

ま
た
、
典
拠
注
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、（
ｂ
）
他
者
に
関
す
る
注
で
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
、
蘇
軾
以
前
の
古
人
に

関
す
る
も
の
、
特
に
彼
ら
の
詩
文
に
據
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
を
分
類
し
た
。

「
今
年
正
月
十
四
日
與
子
由
別
於
陳
州
。
五
月
子
由
復
至
齊
安
。
未
至
以
詩
迎
之
」
詩
の
「
早
晩
青
山
映
黄
髪
、
相
看
萬
事
一
時

休
」
句
の
注
「
柳
子
厚
『
別
劉
夢
得
』
詩
云
『
聖
恩
若
許
歸
田
去
、
黄
髮
相
看
萬
事
休
』（
柳
子
厚
『
劉
夢
得
に
別
る
』
詩
に
云
ふ

『
聖
恩　

若
し
田
に
帰
り
去
る
を
許
さ
ば
、
黄
髪　

相
看
て
万
事
休
ま
ん
』）」
で
は
柳
宗
元
の
詩
句
、「
除
夜
病
中
贈
段
屯
田
」
詩
（
東

六
、
合
十
二
）
の
「
歳
暮
日
斜
時
、
還
為
昔
人
歎
」
句
の
注
「
樂
天
詩
云
『
行
年
三
十
九
、
歳
暮
日
斜
時
』（
樂
天
の
詩
に
云
ふ
『
行

年　

三
十
九
、
歳
暮　

日
の
斜
く
時
な
り
』）」
は
、
白
居
易
の
詩
句
を
下
敷
き
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
「
用
王
鞏
韻

送
其
姪
震
知
蔡
州
」
詩
（
東
十
六
、
合
二
十
七
）「
我
客
二
子
間
、
不
復
尋
諸
孫
」
句
の
注
「
子
美
詩
云
『
權
門
多
噂
沓
、
且
復
尋
諸

孫
』（
子
美
の
詩
に
云
ふ
『
権
門　

噂
沓
多
く
、
且
つ
復
た
諸
孫
を
尋
ぬ
』）」
で
は
杜
甫
の
詩
句
か
ら
、「
再
用
前
韻
」
詩
（
東
十
六
、

合
二
十
七
）「
願
求
南
宗
一
勺
、
水
往
與
屈
賈
湔
餘
哀
」
句
の
注
「
韋
應
物
詩
云
『
水
性
本
云
静
、
石
中
固
無
聲
。
如
何
兩
相
激
、
雷

轉
空
山
驚
。』（
韋
応
物
の
詩
に
云
ふ
『
水
性　

本　

静
か
な
り
と
云
ひ
、
石
中　

固
よ
り
声
無
し
。
如
何
ぞ
両
つ
な
が
ら
相
激
し
、
雷

轉　

空
山
を
驚
か
す
』
と
）」
で
は
韋
応
物
の
詩
句
か
ら
だ
と
典
拠
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、「
洞
霄
宮
」
詩
（
東
五
、
合
十
）「
青
山
九
鎖
不
易
到
、
作
者
七
人
相
對
閒
」
句
の
注
「
論
語
云
『
作
者
七
人
矣
』
今
監
宮
凡
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七
人
（
論
語
に
『
作
者　

七
人
』
と
云
ひ
、
今　

監
宮　

凡
そ
七
人
）」
で
は
『
論
語
』
に
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
、「
病
中
獨
遊
浄

慈
、
謁
本
長
老
。
周
長
官
以
詩
見
寄
、
仍
邀
遊
靈
隠
。
因
次
韻
荅
之
」
詩
（
東
五
、
合
十
）「
覔
心
地
要
知
、
何
處
是
無
還
」
句
の
注

「
楞
嚴
經
云
『
我
今
示
汝
無
所
還
地
』（
楞
厳
経
に
云
ふ
『
我　

今　

汝
に
無
所
還
の
地
を
示
す
』
と
）」
は
仏
典
の
『
首
楞
厳
経
』
に

基
づ
く
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

ｇ　

音
釈
に
関
す
る
注

類
音
、
平
仄
、
四
声
に
関
す
る
も
の
を
こ
こ
に
分
類
し
た
。
た
だ
し
、
音
釈
の
注
は
そ
の
用
例
が
少
な
く
、「
十
七
日
自
陽
平
至
斜

谷
宿
於
南
山
中
蟠
龍
寺
」
詩
（
東
一
、
合
四
）「
横
槎
晩
渡
碧
澗
口
、
騎
馬
夜
入
南
山
谷
」
句
の
「
谷
」
の
音
を
説
明
し
、「
音
浴
」
と

い
う
よ
う
な
注
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
特
に
言
及
し
な
い
。

こ
れ
ま
で
分
類
し
て
き
た
も
の
の
な
か
に
は
、
単
な
る
備
忘
録
や
メ
モ
書
き
程
度
の
注
が
多
く
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
の
み
が

知
り
得
た
情
報
を
記
し
た
も
の
は
、
第
三
者
で
あ
る
読
者
を
意
識
し
、
彼
ら
の
読
解
の
助
け
と
な
る
よ
う
に
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
蘇
軾
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
の
背
景
を
踏
ま
え
て
作
詩
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
注
や
彼
ら
の
詩
を
典

據
と
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
も
の
の
な
か
に
、
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

三
．
自
注
の
新
展
開

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
自
注
内
容
は
、
蘇
軾
以
前
の
詩
人
が
記
録
し
て
き
た
自
注
と
ほ
ぼ
同
様
の
、
簡
潔
な
内
容
が
記
さ
れ
た
も
の
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が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
、
蘇
軾
の
自
注
の
中
に
は
、
自
注
の
中
に
記
さ
れ
た
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
容
易
に
分
類
し
が
た
い
も
の

や
、
そ
の
注
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
単
な
る
備
忘
や
メ
モ
程
度
の
情
報
の
補
足
に
留
ま
ら
ず
、
読
者
に
作
者
の
心
情
と
よ
り
結
び
つ
い

た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
内
容
が
書
か
れ
た
自
注
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
情
報
が
複
雑
化
し
た
注

自
注
の
中
に
い
く
つ
か
の
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
単
純
に
内
容
分
類
し
が
た
い
注
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

蘇
軾
が
鳳
翔
府
の
簽
判
を
務
め
て
い
た
頃
の
作
、「
壬
寅
二
月
、
有
詔
。
令
郡
吏
分
往
屬
縣
、
減
决
囚
禁
。
自
十
三
日
受
命
出
府
。

至
寳
雞
・
虢
・
郿
・
盩
厔
四
縣
。
既
畢
事
。
因
朝
謁
太
平
宮
、
而
宿
於
南
谿
谿
堂
。
遂
並
南
山
而
西
。
至
樓
觀
・
大
秦
寺
・
延
生
觀
・

仙
遊
潭
。
十
九
日
廼
歸
、
作
詩
五
百
言
、
以
記
凡
所
經
歴
者
、
寄
子
由
」
詩
に
付
さ
れ
た
、
十
一
個
の
自
注
の
う
ち
、
音
注
と
、「
惟

有
泉
旁
飲
、
無
人
自
獻
酬
」
句
の
注
「
昔
與
子
由
遊
蟆
培
、
時
方
冬
、
洞
中
温
温
如
二
三
月
。（
昔
子
由
と
蟆
培
に
遊
び
、
時
方
に
冬
、

洞
中　

温
温
と
し
て
二
三
月
の
如
し
）」
で
示
さ
れ
る
過
去
回
想
の
二
つ
を
除
い
た
も
の
に
は
、
蘇
軾
の
十
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

旅
程
が
記
さ
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の
九
つ
の
注
を
挙
げ
て
み
た
い（
６
）。

十
三
日
、
武
城
鎮
に
宿
す
。
即
ち
俗
に
謂
ふ
所
の
石
鼻
寨
な
り
。
孔
明
の
築
き
し
所
と
云
ふ
。
是
の
夜　

二
鼓
、
宝
鶏 

火
作

り
、
相
去
る
こ
と
三
十
里
に
し
て　

武
城
に
見
ゆ
。

十
四
日
、
宝
鶏
よ
り
行
き
て
虢
に
至
る
。
太
公
の
磻
渓
石　

県
の
東
南
十
八
里
に
在
り
、
猶
ほ
竿
を
投
げ
餌
に
跪
き
、
両
膝
の

著
く
所
の
処
有
る
と
聞
く
。
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十
五
日
、
郿
県
に
至
る
。
県　

董
卓
の
城
有
り
。
其
城　

長
安
を
象
り
、
俗
に
之
を
小
長
安
と
謂
ふ
。

是
の
日
の
晩
、
郿
よ
り
起
ち
、
青
秋
鎮
に
至
り
て
宿
す
。
道
に　

太
白
山
を
過
ぎ
る
。
相
伝
へ
て
云
ふ
「
軍
行　

鼓
角
を
鳴
ら

し
て
山
下
を
過
ぐ
れ
ば
、
輒
ち
雷
雨
を
到
す
」
と
。
山
上　

湫
の
甚
だ
霊
な
る
有
り
、
今
歳
の
旱
を
以
て
、
方
に
之
を
取
ら
ん
と

議
す
。

十
六
日
、
盩
厔
に
至
る
。
山
に
近
く
地
美
な
る
を
以
て
、
気
候
殊
に
早
し
。
県
に　

官
竹
園
有
り
、
十
数
里　

絶
へ
ず
。

十
七
日
寒
食
、
盩
厔
よ
り
東
南
に
行
く
こ
と　

二
十
余
里
に
し
て
、
太
平
宮
の
二
聖
の
御
容
に
朝
謁
す
。
此
宮
乃
ち
太
宗
皇

帝
の
時
、
神
有
り　

道
士　

張
守
真
に
降
り
、
以
て
受
命
の
符
を
告
げ
、
為
に
立
つ
る
所
な
り
。
神
を
翊
聖
将
軍
に
封
じ
、
殿
有

り
。是

の
日
、
監
宮
の
張
杲
之
と
舟
を
南
渓
に
汎
べ
、
遂
に
渓
堂
に
宿
す
。

十
八
日
、
終
南
に
循
っ
て
西
す
。
県
尉　

甲
卒
を
以
て
送
ら
る
。
或
ひ
と
云
ふ
「
官
竹
園
に
近
き
は　

往
往　

虎
有
り
」
と
。

是
の
日
、
崇
聖
観
に
遊
ぶ
。
俗
に
謂
ふ
所
の
楼
観
な
り
。
乃
ち
尹
喜
の
旧
宅
な
り
。
山
脚
に
授
経
台
の
尚
ほ
在
る
有
り
。
遂
に

張
杲
之
と
同
じ
く
大
秦
寺
に
至
り
、
早
に
食
し
て
別
る
。
太
平
宮
の
道
士　

趙
宗
有
有
り
。
琴
を
抱
い
て
送
ら
る
。
寺
に
至
り
、

鹿
鳴
の
引
を
作
し
て
、
乃
ち
去
る
。
又
西
し
て
延
生
観
に
至
り
、
観
の
後　

小
山
に
上
れ
ば
、
唐
の
玉
真
公
主　

道
を
修
す
る
の

遺
迹
有
り
。
山
を
下
り
て
西
し
、
行
く
こ
と　

十
数
里
、
南
の
か
た
黒
水
谷
に
入
る
。
谷
中
に
潭
有
り
、
仙
遊
潭
と
名
づ
く
。
上
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に　

寺
三
つ
有
り
。
峻
峯
に
倚
り
、
清
渓
に
面
か
う
。
樹
林
深
翠
、
怪
石　

勝
げ
て
数
う
べ
か
ら
ず
。
潭
水　

縄
を
以
て
石
に
縋

る
こ
と
数
百
尺
、
其
の
底
を
得
ず
。
瓦
礫
を
以
て
之
に
投
ず
れ
ば
、
翔
揚
と
し
て
徐
ろ
に
下
り
、
食
頃
に
し
て
乃
ち
見
え
ず
。
其

の
清
澈
な
る
こ
と
此
の
如
し
。
遂
に
中
興
寺
に
宿
す
。
寺
中
に
玉
女
洞
有
り
、
洞
中　

飛
泉
の
甚
だ
甘
き
有
り
。
明
日
、
泉
二
缾

を
以
て
帰
り
郿
に
至
る
。
又
明
日
、
乃
ち
府
に
至
る
。

こ
れ
ら
九
つ
の
注
の
う
ち
八
つ
に
は
、
一
つ
の
注
の
中
に
、
日
付
や
訪
れ
た
地
名
、
付
近
の
名
所
や
そ
の
伝
説
、
移
動
中
の
出
来
事

な
ど
が
書
き
記
さ
れ
、
単
純
に
内
容
で
分
類
し
か
ね
る
よ
う
な
詳
細
な
記
録
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
来
な
ら
ば
自
注
と
は
詩
の
補
足
を
目
的
と
す
る
た
め
、
自
注
だ
け
で
は
一
体
何
を
説
明
す
る
の
か
は
分
か
り
か
ね
る
。
し

た
が
っ
て
同
じ
詩
に
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
自
注
だ
け
を
列
挙
し
て
も
意
味
は
繋
が
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
九
つ
の
自
注

は
、
冒
頭
に
日
付
と
場
所
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
詩
本
文
が
な
く
と
も
、
列
挙
さ
れ
た
自
注
を
み
る
だ
け
で
蘇
軾
の
旅

程
や
見
聞
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
殊
な
例
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
自
注
に
比
べ
て
よ
り
複
雑
な
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘇
軾
が
詩
に
書
き
留
め
き
れ
な
か
っ
た
情
報
を
自
注
に
記
録
し
て
残
そ
う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詩

が
弟
の
蘇
轍
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
注
は
自
身
の
備
忘
や
第
三
者
を
意
識
し
た
注
で
あ
る
と
同
時
に
、
蘇
轍
に

向
け
た
注
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
自
分
の
出
張
先
で
の
見
聞
を
、
遠
く
離
れ
た
地
に
い
る
弟
に
伝
え
る
た
め
に
付
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
旅
日
記
の
よ
う
な
自
注
は
、
欧
陽
脩
の
『
于
役
志
』
な
ど
の
当
時
資
料
と
し
て
残
り
つ
つ
あ
っ
た

日
記
文
学
と
も
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
６
）。
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（
二
）　

詩
の
内
容
を
深
め
る
注

次
に
、
作
者
の
心
情
が
よ
り
深
く
結
び
付
い
た
自
注
を
挙
げ
る
。

王
介
の
死
に
則
し
て
作
ら
れ
た
「
同
年
王
中
甫
挽
詞
」
詩
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
自
注
、

仁
宗
朝
賢
良
十
五
人
。
今
惟
富
鄭
公
、
張
宣
猷
、
錢
純
老
、
及
余
與
舎
弟
在
耳
。

仁
宗
朝　

賢
良
十
五
人
。
今　

惟
だ
富
鄭
公
、
張
宣
猷
、
銭
純
老
、
及
び
余
と
舎
弟
在
る
の
み
。

は
、
第
一
句
の
「
先
帝
親
収
十
五
人
」
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
帝
の
仁
宗
に
選
ば
れ
た
十
五
人
が
誰
か
を
た
だ
名
前
の
列
挙

で
示
す
の
で
は
な
く
、
今
と
な
っ
て
は
も
う
た
っ
た
五
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
い
、
同
年
の
王
介
の
死
に
対
す
る
深
い
悲
し

み
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
詩
の
な
か
で
「
出
處
陞
沉
十
年
後
、
死
生
契
濶
幾
人
存
」
と
、
今
と
な
っ
て
は
死
別
し
た
も
の

も
多
く
、
誰
が
今
生
き
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
言
っ
て
い
る
が
、
自
注
の
形
を
と
り
「
今
惟
富
鄭
公
、
張
宣
猷
、
錢
純
老
、
及
余

與
舎
弟
在
耳
」
と
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
失
っ
た
蘇
軾
の
寂
し
さ
が
詩
に
付
け
加
え
ら
れ
、
賢
良
に
挙
げ
ら
れ
た
十
五
人
が
皆
存

命
だ
っ
た
頃
と
の
対
比
が
際
立
っ
て
い
る
。

以
上
本
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
注
は
、
備
忘
の
た
め
の
情
報
を
記
し
た
注
と
比
べ
て
、
蘇
軾
が
よ
り
意
識
的
に
付
し

た
自
注
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詳
細
に
書
き
記
し
た
自
注
や
、
自
分
自
身
の
心

情
を
色
濃
く
述
べ
た
自
注
を
詩
に
施
す
こ
と
に
よ
り
、
詩
の
中
に
描
か
れ
た
内
容
を
一
層
効
果
的
に
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
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四
．
お
わ
り
に

詩
人
は
自
分
の
表
現
し
た
い
内
容
を
表
現
し
う
る
詩
語
を
選
び
配
置
し
て
、
詩
の
中
に
収
め
よ
う
と
す
る
。
ま
た
詩
本
文
に
収
ま
ら

な
か
っ
た
制
作
背
景
な
ど
の
情
報
は
、
例
え
ば
題
や
序
に
示
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
情
報
は
自
注
の
形

で
補
足
的
に
付
加
さ
れ
る
。

基
本
的
に
自
注
は
、
詩
を
補
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
蘇
軾
の
自
注
を
検
討
す
る
な
か
で
、
簡
単
に
詩
語
を
説
明
す
る
も
の
が

中
心
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
自
注
と
比
べ
て
、
自
注
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
情
報
を
残
そ
う
と
す
る
も
の
や
、
自
注
の
役
割
を
効

果
的
に
使
用
す
る
も
の
が
み
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、
蘇
軾
が
意
識
的
に
自
注
を
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。注（

１
）	

赤
井
益
久
「
自
注
の
文
学
―
『
元
氏
長
慶
集
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
中
國
古
典
硏
究　

第
四
十
七
號
』
中
國
古
典
学
會　

二
〇
〇

二
年
十
二
月
）

（
２
）	『
東
坡
集
』（
古
典
研
究
会
叢
書　

漢
籍
之
部　

第
十
六
巻　

古
典
研
究
會　

汲
古
書
院　

一
九
九
一
年
九
月
）。
ま
た
、
蘇
軾
自
注
の
訓
読

に
つ
い
て
、
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
『
蘇
東
坡
詩
集　

一
』（
筑
摩
書
房　

一
九
八
三
年
二
月
）・『
蘇
東
坡
詩
集　

二
』（
出
版
社
同
上　

一

九
八
四
年
五
月
）・『
蘇
東
坡
詩
集　

三
』（
出
版
社
同
上　

一
九
八
六
年
八
月
）・『
蘇
東
坡
詩
集　

四
』（
出
版
社
同
上　

一
九
九
〇
年
九

月
）・
小
川
環
樹
注
『
蘇
軾　

上
』（
岩
波
書
店　

一
九
六
二
年
三
月
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
３
）	

な
お
、『
東
坡
集
』
の
小
字
注
の
う
ち
、
収
録
さ
れ
た
蘇
轍
の
詩
と
慎
長
老
の
詩
に
題
下
注
が
一
つ
ず
つ
あ
る
。

（
４
）	

ま
た
、
題
下
に
記
さ
れ
た
小
字
に
関
し
て
「
次
韻
」、「
二
首
」、「
絶
句
」
な
ど
、
例
え
ば
『
蘇
文
忠
公
詩
合
註
』（
馮
応
榴
輯
訂　

中
文
出
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版
社　

一
九
七
九
年
五
月
）
で
は
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
題
の
一
部
な
の
か
自
注
な
の
か
曖
昧
で
判
断
が
つ
き
に
く
い
も

の
が
あ
る
。
ま
た
「
并
引
」、「
并
敍
」
に
つ
い
て
今
回
は
言
及
し
な
い
。

（
５
）	

こ
れ
ら
の
注
の
区
分
は
便
宜
的
な
物
で
あ
り
、
こ
の
項
目
に
分
類
で
き
な
い
物
も
多
く
存
在
す
る
が
、
今
回
は
割
愛
す
る
。

（
６
）	
原
文
は
割
愛
し
、
訓
読
の
み
を
挙
げ
る
。

（
７
）	
宋
代
日
記
文
学
に
つ
い
て
は
、
岡
本
不
二
明
「
宋
代
日
記
の
成
立
と
そ
の
背
景
―
歐
陽
脩
「
于
役
志
」
と
黄
庭
堅
「
宜
州
家
乘
」
を
手

が
か
り
に
―
」（『
唐
宋
の
小
説
と
社
會
』　

汲
古
書
院　

二
〇
〇
三
年
十
月
）
を
参
照
し
た
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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摘要

关于苏轼的自注

山　上　　　惠

本稿主要是对北宋诗人苏轼的自注进行分类和检讨。

苏轼自编的《东坡集》中诗的自注，根据其内容可以分为以下七类。

(a) 有关苏轼自身的注 (b) 有关他人的注 (c) 有关地方的注 (d) 有关风俗的

注 (e) 有关文物的注 (f) 有关典故根据的注 (g) 关于发音注释的注

在这些题注中，包含了很多属于备忘录或是简单的要点记录似的诗语说明

等的内容。可是在对苏轼自注的分类中，能够发现，自注中记录的情报有呈

现复杂化并涉及多反方面的内容从而难于分类。同时附加自注的行为，并不

是停留在单纯的情报的备忘记录和要点记录上，亦能够看到有的自注与作者

的心情密切关联，从而进一步加深了诗的内容。

象这样的自注，与记录内容简单的自注相比，可以认为是苏轼有意识附加

的。通过对诗作本文中未能言尽的东西进行详细的自注记录、或是附加叙述

作者自身心情的题注，试图增强诗中所描述的内容向读者传达的效果。




